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計画の基本指針では、2005（平成 17）年 10 月から 2011（平成 23）年度末までに施設入所
者数の 7%以上を削減する数値目標が示された。そして、この削減に当たっては、地域生活
移行施策が重点的に展開されている。その結果、2005（平成 17）年 10 月から 2011（平成
23）年 10 月までに 58,674 人の入所者が退所しているが、その内、地域生活移行による退








































































































2010（平成 22）年７月から 2013（平成 25）年１月の間、施設入所の経緯を明らかにす
ることを目的としたインタビュー調査を実施した。方法としては、ライフストーリー法を
参考にした。対象者は A 県内の２つの旧療護施設の入所者 20 人であった。 
 
②地域生活移行の意向に関するインタビュー調査 






施した。対象は A 県の旧療護施設 20 施設の入所者であり、無記名自記式を原則とした。調










































































































 先述したように、1990 年代半ばからの 10 年間において、日本の社会福祉サービスの利
用方式は措置制度から利用契約に基づく利用制度へと転換が図られた。その展開としては、
































































































































































ムに統合）があげられる。この利用者数を見ると、2005（平成 17）年は 34,085 人であっ








算額は「入所」が 2,236 億円、「通所・訪問」が 1,058 億円だったのに対し、2008（平成
20）年度に「入所」と「通所・訪問」の予算額が逆転し、2011（平成 23）年度は「入所」





















































































































3,149 1,596 69 12 2,852 490
38.6% 19.5% 0.8% 0.1% 34.9% 6.0%
3,286 1,548 128 17 2,992 378
39.4% 18.5% 1.5% 0.2% 35.8% 4.5%
3,273 1,624 108 10 2,930 480
38.8% 19.3% 1.3% 0.1% 34.8% 5.7%
3,027 1,507 124 28 2,604 513










159 94 12 22 2,133 563 43 123
5.0% 3.0% 0.4% 0.7% 67.7% 17.9% 1.4% 3.9%
171 94 10 25 2,658 191 35 104
5.2% 2.9% 0.3% 0.8% 80.8% 5.8% 1.1% 3.2%
193 97 19 26 2,672 128 44 94
5.9% 3.0% 0.6% 0.8% 81.6% 3.9% 1.3% 2.9%
211 102 20 19 2,453 134 20 68









































ていない。この点について、旧療護施設の入所者 20 人（乳幼児期までの受傷 10 人、それ
以降の受傷 10 人）を対象にインタビュー調査を実施し、入所前の生活状況を詳細に山田が
分析している（山田 1983）。その結果、乳幼児期に受傷した者は学齢期以降から 20 歳代ま
での期間、主に母親から介助を受けているが、本人の体重増加等により、介護者への負担
の増加等が指摘されている。また、30 歳頃から 40 歳頃にかかる時期に家族に何らかの変化
が生じ、施設もしくは病院等へ生活の場を転じているという。山田の研究は示唆に富むも





他入所施設 病院 児童施設 その他 不明
1,106 23 244 89 261 46 62
60.4% 1.3% 13.3% 4.9% 14.3% 2.5% 3.4%
442 2 125 223 25 8 38
51.2% 0.2% 14.5% 25.8% 2.9% 0.9% 4.4%
知的障害者
身体障害者




69 648 228 143 93 241 280 67 62
3.8% 35.4% 12.5% 7.8% 5.1% 13.2% 15.3% 3.7% 3.4%
36 141 106 39 220 21 241 20 39






















成 13）年と 2011（平成 23）年に実施した調査において入所要因に関する調査項目が設け
られている（療護施設自治会全国ネット第６回実行委員会 2001；療護施設全国自治会ネッ












れば、2003（平成 15）年４月１日から 2004（平成 16）年 11 月 30 日までに療護施設の入
所を判定した 168 人の内、療護施設に入所した者は 58 人（34.5%）であり、待機者が 84
人（50.0%）、その他、地域生活を希望する人、自宅での生活を続ける意向の人等26人（15.5%）









表２－５ 2001 年調査における旧療護施設入所者の入所理由（複数回答） 
  入所者数 ％ 
家族に迷惑をかけたくない 1,126 55.2% 
楽に生活できる 257 12.6% 
同じ境遇の人がいる 493 24.2% 
周囲の偏見から 127 6.2% 
自分に合っているから 396 19.4% 
家族から離れたい 222 10.9% 
一人暮らしの準備 194 9.5% 
地域に介助者がいない 451 22.1% 
地域にサービスなし 323 15.8% 
在宅で生活は困難 1,059 51.9% 
他人に勧められた 228 11.2% 
経済的理由 205 10.0% 







表２－６ 2011 年調査における旧療護施設入所者の入所理由（複数回答） 
  入所者数 ％ 
家族に迷惑をかけられないから 462 52.1% 
24時間介護を受けられるから 384 43.3% 
車椅子等で生活できる住環境ではなかったから 368 41.5% 
施設の方が充実した生活が送れると思ったから 341 38.5% 
もともと施設に入居することになるだろうと思っていたから 329 37.1% 
家族が高齢だから 319 36.0% 
医療的ケアが必要なため、在宅生活は無理だと思ったから 276 31.2% 
リハビリ（訓練）ができるから 276 31.2% 
看護師がいるから 253 28.6% 
家族や役所から勧められたから 247 27.9% 
一人暮らしに不安を感じたから 203 22.9% 
家族から独立したかったから 153 17.3% 
病院から退院するよう言われたから 140 15.8% 
地域で生活を続けるための情報が無かったから 123 13.9% 
その他 98 11.1% 
在宅で生活するより施設の方がお金がかからなかったから 75 8.5% 




















































































調査名 実施年 対象数 有効回答数 
身体療護施設居住者の生活に関する調査 2001 年 
380 施設 195 施設 




440 施設 不明 
1,320 人 639 人 
地域移行に向けた意向調査 2007 年 
16 施設 16 施設 
863 人 526 人 6) 
身体障害者療護施設入所者ニーズ調査 2010 年 
250 施設 133 施設 
750 人 354 人 
障害者支援施設（旧療護）入居者の入居と地域移
行に関する 2011 年３月調査 
2011 年 
429 施設 199 施設 











281 236 136 35 29
39.2% 32.9% 19.0% 4.9% 4.0%
305 70 106 71 38
58.0% 13.3% 20.2% 5.7% 3.1%
586 306 242 71 38









 回答数 % 
現在の施設で暮らしたい 1,203 58.9% 
他の施設に移りたい 120 5.9% 
グループホームなどで暮らしたい 104 5.1% 
以前生活していた家で暮らしたい 195 9.6% 
アパートや公団住宅で自立して暮らしたい 239 11.7% 
出所：療護施設自治会全国ネット第６回実行委員会（2001）より筆者作成 
 
表２－10 身体障害者療護施設居住者の生活と環境に関する 2004 年調査の結果 
 回答数 % 
地域やグループホームで生活したい 246 39.3% 




 回答数 ％ 
今の施設で暮らしたい 305 58.0% 
今の施設とは違うところとで暮らしたい 70 13.3% 
どちらでもよい、決められない、わからない 106 20.2% 
その他 36 6.8% 




 該当 非該当 
このまま施設で生活したい 69.0% 31.0% 
グループホームかケアホーム 34.1% 65.9% 













表２－13 障害者支援施設（旧療護）入居者の入居と地域移行に関する 2011 年３月調査の結果 
 回答数 ％ 
考えたことはない 289 33% 
以前は考えた 213 24% 
現在考えている 161 18% 
考えても仕方がない 135 15% 
施設生活が嫌になると考える事がある 117 13% 
何とも言えない 73 8% 


































































































































































































35）年～1972（昭和 47）年）、入所施設整備推進期（1973（昭和 48）年～2002（平成 14）
年）、入所施設整備抑制期（2003（平成 15）年～）の時代区分を設定し、検討を行う（庄
司 1984；丸山 1998；古川 2002；土屋 2002）。 
 
































































































































































体的には、図３－１のように療護施設の入所者は 1,388 人から 2002（平成 14）年には 2,4530

























介護を受けている者が 90%を占めていると指摘されている 11) （河野 1980）。このような現
状の中、山田は身体障害者療護施設の入所者 20 人を対象に、縦断的な視点に基づく質的調

































































年代の身体障害者療護施設の入所理由と変わらず、1990 年代から 2002（平成 14）年まで






























間の退所理由を示している（回答施設数 385、回収率 93.4%）。その結果、2002（平成 14）









 1990 年代半ばからの 10 年間において、日本の社会福祉サービスの利用方式は措置制度
から利用契約に基づく利用制度へと転換が図られた。その展開としては、1997 年の児童福














（平成 20）年度から 2012（平成 24）年度までの数値目標を定めた重点施策実施５か年計




























146,000 人を 134,880 人へ削減 
重点施策実施５か年計画（後期） 2008～2012年度 




146,000 人を 13,1400 人へ削減 
障害福祉計画の基本指針（４期） 2015～2017年度 
施設入所者（2013 年）の４％削減 





150,000 人が入所施設で生活していたが、2011（平成 23）年 10 月時点での入所者数は
134,510 人と障害福祉計画における目標値である 10,220 人の削減を達成し、約 16,000 人の
入所者数が減少している（厚生労働省 2012）。一方、入所施設の入退所の状況を示した厚生










者）316 人、障害者支援施設（知的障害者）889 人、旧重症心身障害児施設 589 人（重症
心身障害児施のみ 2013（平成 25）年度末）の数値）であり、計 1,794 人の待機者の存在が
報告されている（東京都 2014）。この他に、新潟市では、2010（平成 22）年 162 人、2011
（平成 23）年 169 人、2012（平成 24）年 162 人と 160 人前後の待機者が毎年確認されて
いるのが現状である 13)（新潟市 2013）。 
 この理由として、家族がどのように入所施設を捉えているか確認したい。横浜市では 2007











年数 新規入所者数 退所者数 
2005 年～2007 年 18,556 人 18,945 人 
2007 年～2008 年 8,168 人 9,335 人 
2008 年～2009 年 8,349 人 10,372 人 
2009 年～2010 年 8,425 人 9,841 人 
2010 年～2011 年 7,803 人 10,181 人 






















月から 2011（平成 23）年 10 月までに 29,113 人の入所者が地域生活移行していると言える





計画名 期間 数値目標 
障害福祉計画の基本指針 2006～2011年度 
施設入所者（2005 年）の 10% 
14,600 人以上 
障害福祉計画の基本指針（３期） 2012～2014年度 
施設入所者（2005 年）の 30% 
43,800 人以上 
障害福祉計画の基本指針（４期） 2015～2017年度 










































型ホーム 病院 死亡 その他
2005年～
2007年
9,344 2,967 662 90 2,474 － 3,408
2007年～
2008年
4,754 1,164 350 42 1,457 － 1,568
2008年～
2009年
5,332 1,081 471 85 1,386 1,669 348
2009年～
2010年
4,847 1,112 456 49 1,472 1,760 145
2010年～
2011年




2,270 1,661 195 112 3,642 1,072 190 202
2007年～
2008年
1,557 595 107 43 1,525 734 97 96
2008年～
2009年
1,876 650 83 71 1,828 682 106 36
2009年～
2010年
1,644 556 99 25 1,625 719 97 82
2010年～
2011年
























れは入所者だけではなく、病院や自宅で生活する者も対象に、連続で 30 日以内かつ年間 50




 2010 年 10 月 2011 年 10 月 2012 年 10 月 
グループホーム 156 190 225 
ケアホーム 362 480 762 






























成 16）年当時の全国の身体障害者療護施設 440 施設それぞれの入所者３名を対象とした「身
体障害者療護施設居住者の生活と環境に関する 2004年調査」では、639名が回答しており、
その内 60.7％の入所者が地域やグループホームで生活をしたくないと答えている（第 7 回
療護施設と人権シンポジウム＆交流集会実行委員 2004）。この傾向は身体障害者療護施設に
限ったものではなく、大阪府の知的障害者更生施設 36 施設を対象とした調査によれば、「今

























順に A、B、C に分類するとしている（埼玉県 2009a）。三重県では障害程度区分６であれ









されている。2010（平成 22）年 10 月から 2011（平成 23）年 10 月までの１年間における
退所先の内訳は、多い順に「地域生活移行」が 4,863 人（47.5%）、次いで「死亡」が 1,990



















































































































































 本研究の対象は、Ａ県の２つの旧療護施設（施設 X 及び Y）の入所者及び家族 20 人であ
る。対象者については、研究の趣旨、倫理的配慮等を記載した資料をもとに施設職員に説
明を依頼し、協力を表明した 20 人を対象とした。20 人の属性は表１のとおりである。対象










ID 性別 年齢 
受傷／発症時
年齢 
入所時年齢 入所年数 在宅介護期間 入所年 
4-A 男 45 18 37 8 17 年 2002 
4-B 男 62 44 48 14 4 年 1996 
4-C 男 48 17 34 14 12 年 1996 
4-D 男 63 2 50 13 50 年 1997 
4-E 男 48 0 35 13 30 年 1997 
4-F 女 66 50 52 14 - 1996 
4-G 男 70 0 56 14 2 年 1996 
4-H 男 49 23 40 9 16 年 2001 
4-I 女 67 55 57 10 2 年 2000 
4-J 男 70 53 58 12 - 1998 
4-K 女 63 38 52 11 14 年 1999 
4-L 男 72 56 62 10 - 2000 
4-M 男 49 36 43 6 5 年 2004 
4-N 男 50 24 38 12 14 年 1998 
4-O 女 63 27 51 12 24 年 1998 
4-P 女 42 0 41 1 41 年 2011 
4-Q 男 36 27 31 5 - 2008 
4-R 男 68 0 64 4 2 年 2009 
4-S 男 59 49 55 4 - 2007 
































































































































































































































































































































































































































行政機関      
病院・施設職員   
E、J 
行政機関       
相談支援事業所 
P、R、T 






















































































































































































































































































れている。具体的には、「施設生活の継続希望」に関する４件法を 20～49 歳、50～59 歳、
60 歳以上の３群に入所者を分類して分析した結果、60 歳以上群が 20～49 歳群に比べ有意
に高い傾向にあることを示している（柊崎他 2011a）。 
また、施設生活を選択する者 270 名の理由として、自由記述をまとめた結果、「現状に対
する肯定的評価」が 133 名（48%）、「自分自身の問題、不安」が 86 名（31.5%）、「家族と



































 先に述べたように柊崎は「施設生活の継続希望」に関する４件法を 20～49 歳、50～59






































本研究ではこのプログラム 18) を受け、本研究に賛同した 15 人の入所者をインタビュー
調査の対象とした。研究の調査対象者の属性は表５－１のとおりである。５－A から５－L













 調査は 2005（平成 17）年７～９月にかけて半構造化面接を行った。面接調査では「地域
生活の選択の有無」「施設生活について」「何が地域生活において不安か」「施設入所の経緯」
等の項目からなるインタビューガイドを用いた。調査時間は 30 から 60 分であり、１回で
終わらない場合は複数回実施した。面接調査は会議室及び自室で実施し、他者に聞かれな
ＩＤ 年齢 受傷年数 性別 入所年数 食事 排泄 入浴 家族 選択した生活
5-A 58 58 男 8 自立 自立 全介助 息子、娘
5-B 56 43 女 4 自立 自立 一部介助 なし
5-Ｃ 44 44 男 8 自立 全介助 全介助 なし
5-Ｄ 43 19 男 8 自立 一部介助 全介助 両親、弟
5-Ｅ 40 22 男 3 自立 一部介助 全介助 両親、弟
5-Ｆ 36 5 女 3 自立 自立 一部介助 両親
5-Ｇ 55 30 女 5 自立 自立 一部介助 両親、姉、兄、弟
5-Ｈ 64 25 女 8 自立 自立 一部介助 夫、息子
5-Ｉ 66 10 男 8 自立 一部介助 全介助 妻、娘
5-Ｊ 33 20 女 8 自立 全介助 全介助 両親、兄、弟、妹
5-Ｋ 61 11 女 8 自立 全介助 全介助 母親、弟
5-Ｌ 43 43 男 8 自立 自立 一部介助 母親、姉
5-M 62 8 男 7 自立 自立 一部介助 弟
5-N 66 66 男 8 自立 一部介助 全介助 母、兄





















































































































































































































































































































































































































































































































































A 県旧療護施設 20 施設を対象に、郵送による質問紙調査を行った。それぞれ１施設当た
り 10 名の入所者を選定し、入所者本人もしくは代筆による回答を依頼した。調査対象者の
選定の条件としては、①現在の制度との関連を把握することができるように調査時期から
遡り入所時期が直近の人、②本人の意思を表明できる人 19)  の２点とし、入所施設にこの２
点に該当する入所者の選定を依頼した。調査は 2011（平成 23）年 12 月に実施し、未回答
の事業所のみに 2012（平成 24）年 12 月に再度調査を依頼した。その結果、10 施設から


























































































表６－２ 施設入所の要因         n＝78（MA） 
 
入所者数 ％ 
主な介護者の入院・死亡 13 16.7 
主な介護者の体調不良 22 28.2 
主な介護者以外の入院・死亡 3 3.8 
家族への配慮 40 51.3 
自分自身の疲れ 8 10.3 
経済的な理由 7 9.0 
１人暮らしに対する周囲の反対 4 5.1 
生活の場がない 17 21.8 
情報がない 5 6.4 
介護者がいない 30 38.5 
その他 12 15.4 
 
２）入所年と入所要因の関連 
 2002（平成 14）年までに入所した者を措置制度、2003（平成 15）年から入所した者を
利用制度によって入所したと考え、2003（平成 15）年前後で類型化し、入所要因を分析し
た。その結果、まず 2002（平成 14）年までに入所した者（以降、措置制度群）は 11 人、





















表６－３ 入所年別にみる入所要因                  n=78（ＭＡ） 
 
 
表６－４ 入所年別にみる入所前の生活の場 n＝78 
 
自宅 短期施設 長期施設 
～2002年 
11 0 0 
100.0% 0.0% 0.0% 
2003年～ 
34 21 12 




































4 4 0 5 0 1 0 0 2 6 2
36.4% 36.4% 0.0% 45.5% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 18.2% 54.5% 18.2%
9 18 3 35 8 6 4 17 3 24 10























11 19 3 23 7 3 1 2 3 15 3
24.4% 42.2% 6.7% 51.1% 15.6% 6.7% 2.2% 4.4% 6.7% 33.3% 6.7%
1 3 0 13 1 3 2 10 1 13 0
4.8% 14.3% 0.0% 61.9% 4.8% 14.3% 9.5% 47.6% 4.8% 61.9% 0.0%
1 0 0 4 0 1 1 5 1 2 9


































表６－７ 入所年別の入所待機期間の平均値 n=45 
 
平均値 分散 t値 
～2002年 6.55 17.58 
-1.92277 














表６－８ 地域生活移行の意向の内訳      n＝78 
 入所者数 ％ 
希望 17 21.8 
興味はあるが、施設生活を希望 30 38.5 









表６－９ 年齢別の地域生活移行の意向     n＝78 





8 8 17 
24.2% 24.2% 51.5% 
0.448   -2.210* 1.819+ 
50歳以上 
9 22 14 
20.0% 48.9% 31.1% 
-0.448   2.210* -1.819+ 











































表６－10 入所年数２群の地域生活移行の意向 n=78 





8 13 16 
21.6% 35.1% 43.2% 
4年以上 
9 17 15 





表６－11 入所年数３群の地域生活移行の意向 n=78 





8 13 16 
21.6% 35.1% 43.2% 
4～6年 
5 5 6 
31.3% 31.3% 37.5% 
7年以上 
4 12 9 








表６－12 入所年数と年齢別の地域生活移行の意向 n=78 
    4年未満 4年以上 
50歳未満 
希望 7 87.5% 1 12.5% 
興味あるが施設生活を希望 7 87.5% 1 12.5% 
興味なし 12 70.6% 5 29.4% 
50歳以上 
希望 5 55.6% 4 44.4% 
興味あるが施設生活を希望 5 22.7% 17 77.3% 







回実行委員会等が実施した調査においても、2,025 人中 1,126 人（55.6%）が「家族に迷惑
をかけたくなかったから」と回答しており、同様の結果と言えよう（療護施設自治会全国





















日本の肢体不自由者は 40 歳以降に受傷する中途障害者が多い傾向にある（石原 2010）。
その結果、現状としては配偶者や子どもと生活している身体障害者は多い傾向にある（全
国頚椎損傷連絡会 2010；東京都 2008）。しかし、生涯未婚率は年々上昇しており、1950（昭














































































































































































A 県の 72 市町村（政令指定都市の行政区を含む）及び相談支援事業の指定を受けている
115 事業所を対象に、郵送による質問紙調査を実施した。調査は 2012（平成 24）年２月か












調査方法は半構造化面接にて実施した。時間は１回 90 分から 120 分程度であり、不明な



















年 10 月から 2011（平成 23）年 10 月までの１年間で新規に待機した者は身体障害者施設
59 人、知的障害者施設 127 人であった。一方、同様の期間で新規に入所に至った者は身体




















人数 ％ 平均値 標準偏差 中央値 人数 ％ 平均値 標準偏差 中央値
身体障害者手帳 108,756 2718.9 2676.5 1,864 469 13.0 22.34 7
療育手帳 20,341 508.5 523.6 337 531 14.8 14.73 10
待機者総数 身体障害者施設 187 4.7 5.6 3
（2011年11月時点） 知的障害者施設 362 9.1 9.8 5
新規待機者数 身体障害者施設 59 1.5 1.9 1
(2010年11月～2011年11月) 知的障害者施設 127 3.2 4.6 2
新規入所者数 身体障害者施設 46 1.2 1.8 0
(2010年11月～2011年11月) 知的障害者施設 77 1.9 2.6 1
１年未満 40 27.2% 1.1 1.5 1
１年以上５年未満 70 47.6% 2.0 2.8 1
５年以上 37 25.2% 1.1 1.5 0
１年未満 66 20.8% 1.8 2.3 1
１年以上５年未満 185 58.4% 5.1 6.2 3




















自治体数 ％ 事業所数 ％
定期的な状況確認 32 80.0% 23 62.2%
入所施設以外のサービスの情報提供 23 57.5% 30 81.1%
部署内【事業所内】での情報共有 19 47.5% 18 48.6%
*相談支援事業所との情報共有 15 37.5% - -
サービス提供事業所との情報共有 12 30.0% 10 27.0%
**同一法人のサービス提供事業所との情報共有 - - 11 29.7%
**他法人のサービス提供事業所との情報共有 - - 15 40.5%
**自治体との協議、連絡 - - 22 59.5%
ケース会議の開催 10 25.0% 19 51.4%
地域自立支援協議会の開催 1 2.5% 2 5.4%
特に何もしていない 1 2.5% 1 2.7%
その他 4 10.0% 1 2.7%
*委託相談支援事業所 / **行政機関 31 77.5% 35 94.6%
*指定のみの相談支援事業所 0 0.0% - -
**圏域内の相談支援事業所 - - 13 35.1%
**圏域外の相談支援事業所 - - 10 27.0%
社会福祉協議会 1 2.5% 6 16.2%
医療機関 11 27.5% 9 24.3%
*サービス提供事業所 23 57.5% - -
**同一法人のサービス提供事業所 - - 17 45.9%
**他法人のサービス提供事業所 - - 17 45.9%
特にない 3 7.5% 0 0.0%
その他 4 10.0% 1 2.7%
入所施設の利用手続きを進める 34 85.0% 17 45.9%
入所施設利用の続きを進めない場合もある 3 7.5% 18 48.6%
入所施設利用の手続きを進めない 0 0.0% 1 2.7%
介護者の有無 38 95.0% 34 91.9%
収入などの金銭面 8 20.0% 11 29.7%
住環境 13 32.5% 16 43.2%
年齢 14 35.0% 11 29.7%
サービスの利用状況 19 47.5% 19 51.4%
その他 14 35.0% 13 35.1%
*部署内 / **事業所内 38 95% 34 91.9%
*市区町村内 / **法人内 10 25% 23 62.2%
圏域内の相談支援事業所 20 50% 15 40.5%
圏域内の多様な機関と 8 20% 19 51.4%
利用できるように支援をする 15 37.5% 3 8.1%
利用すべきか見極める必要がある 25 62.5% 32 86.5%
利用は協力避ける必要がある 0 0.0% 3 8.1%
使用している 14 36.8% 36 97.3%
使用していない 24 63.2% 1 2.7%
フェイスシート 7 50.0% 33 91.7%
アセスメントシート 2 14.3% 25 69.4%
個別支援計画 0 0.0% 25 69.4%
モニタリング 1 7.1% 18 50.0%
その他 3 21.4% 7 19.4%
広報誌での案内 17 42.5% 21 56.8%
*相談支援事業所との連携 31 77.5% - -
特別支援学校との連携 21 52.5% 26 70.3%
*病院との連携 10 25.0% - -
**同一法人の病院との連携 - - 2 5.4%
**他法人の病院との連携 - - 13 35.1%
サービス提供事業所との連携 15 37.5% - -
**同一法人のサービス提供事業所との連携 - - 16 43.2%
**他法人のサービス提供事業所との連携 - - 22 59.5%
社会福祉協議会の連携 13 32.5% 14 37.8%
親の会、当事者の会への周知 8 20.0% 19 51.4%
地域自立支援協議会での検討 14 35.0% 18 48.6%
民生委員、自治会への周知 12 30.0% 17 45.9%
特に行っていない 3 7.5% 1 2.7%

























 市町村 相談支援事業所 
身体障害者 187 15 
知的障害者 362 159 
重複障害者 － 17 


































部署内 38 95.0% 
市町村内 10 25.0% 
圏域内の相談支援事業所 20 50.0% 








事業所内 34 91.9% 
法人内 23 62.2% 
圏域内の相談支援事業所 15 40.5% 









































































































































































































































































































































































































































































































2008）。実際に、2014（平成 26）年４月時点の障害福祉サービス利用者は 62 万人とされて






















































































































示されている。全国の市町村 1,741 箇所中、90%以上が 36 箇所、80%以上 90%未満が
98 箇所、70%以上 80%未満が 190 箇所、60%以上 70%未満が 249 箇所、50%以上 60%
未満が 276 箇所、40%以上 50%未満が 256 箇所、30%以上 40%未満が 199 箇所、20%
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